
合
部
古
政
志
程
四

附
仰
は
能
く
す
べ
か
ら
宇
と
云
ふ
が
如
し
と
主
ひ
吉
。
叉
他
日
利
常
卿

波
御
あ
っ
て
、
評
判
の
都

E
の
給
ひ
て
、
干
の
務
時
時
籾
皆
武
臣
の

す
ぐ
れ
た
る
人
也
。
足
利
家
に

τは
、
細
川
額
之
程
の
忠
臣
あ
る
べ

か
ら
十
と
感
じ
給
ム
也
。
此
の
三
人
の
内
陀
て
は
、
泰
時
の
総
量
勝

り
た
る
よ
し
‘
廿
問
後
も
度
-H

御
感
じ
被
ν
成
た
る
也
。
光
山
卿
は
、
抑制

之
賊
陀
君
子
人
な
る
べ
し
。
骨
子
日
可
=
以
任
=
六
尺
之
孤
↓
可
=
以
寄
=

百
些
之
命
↓
臨
a
大
節
-
而
不
v
可
ν
謙
也
。
君
子
人
問
問
。
君
子
人
也
。
凡
L

K
相
叶
ふ
と
宣
ひ
き
云
々
。

と
税
せ
た
り
o
今
按
宇
る

K
、
正
的
筆

妃
と
也
統
あ
れ
ば
、
正
的
と
い
へ
る
人
の
筆
記
也
。
是
即
ち
可
視
小

設
等
に
見
ね
た
る
法
華
法
印
な
ら
ん
か
。
拾
築
名
言
記
K
.
利
常
卿

御
家
格
以
後
御
酬
明
衆
と
て
承
り
仰
ふ
る
分
.
津
田
道
伺
・
今
枝
宗
仁
・

法
諮
法
印
一z
k
。
と
服
せ
た
れ
ば
、
法
務
法
印
は
、
利
常
卿
の
御
刷

相
手
に
提
出
で
た
る
人
な
る
都
知
ら
れ
け
り
。
田
持
本
夜
話
鍬
民
、
微

妙
公
は
太
閤
の
家
風
を
殊
の
外
御
恭
ひ
、
信
玄
の
事
は
少
し
も
御
窓

然
'
之
。
そ
れ
ゆ
ゑ
甲
陽
軍
鑑
た
ど
は
且
て
御
覧
不
ν
被
v

成
、
常
L
K

太

平
妃
・
京
銀
或
は
徒
然
草
な
ど
毎
度
御
覧
被
v
成
候
曲
、
藤
岡
氏
問
也
。

と
あ
り
。
藤
悶
安
際
経
紀
に
も
、
武
岡
信
玄
は
小
き
仕
形
、
天
下
杯

を
心
懸
く
る
も
の
は
.
あ
の
休
に
て
は
成
不
ゐ
出
山
御
意
被
v
成
。
と
あ

宇
る
に
‘
少
将
光
高
卿
の
母
堂
天
抽
出
院
君
は
.
秀
忠
将
軍
の
息
女
K

て
‘
三
代
将
軍
家
光
公
の
甥
也
。
殊
に
光
町
卿
の
小
混
も
家
光
将
軍

の
養
君
な
り
。
放
に
努
e
此
の
患
に
至
れ
り
と
想
像
す
。
拾
築
名
言
紀

陀
云
ふ
。
少
終
秘
御
家
制
官
御
拝
領
被
v
遊
.
金
保
K
概
説
掌
御
建
立
被
ν

成
皮
思
召
よ
し
、
利
常
様
へ
御
相
談
被
ν

遊
K
、
如
何
様
と
も
筑
前
，
次

第
と
の
御
返
事
也
。
故
に
被
ν
得
昌
上
意
-
御
建
立
松
ν
成
た
り
。
共
後
筑

前
は
、
若
筑
の
至
り
に
て
入
ら
ざ
る
都

E
仕
る
と
の
御
意
也
。
共
嗣

筑
前
放
の
御
耳
陀
入
り
け
る
に
、
利
常
様
の
御
前
へ
御
出
被
治
問
、
醐間

現
訟
の
俄
は
れ
以
前
入
=御
耳
-
申
隊
、
如
何
様
共
と
被
ι一仰
出
-
K
付
、
建

立
仕
慮
、
只
今
の
御
意
に
は
、
不
ν
可
'
然
忠
召
よ
し
承
り
、
迷
惑
仕
段

被
a
仰
い上
-け
る
庭
、
利
北
桜
如
何
に
も
左
思
ム
。
さ
れ
ど
も
か
り
に
も

公
儀
を
愈
ね
た
る
事
、
共
方
は
日
本
一
人
の
大
名
.
左
被
v
申
官
舶
を
、

父
子
に
て
も
留
む
る
郁
は
.
公
俄
如
何
と
存
じ
、
分
別
次
第
と
申
し

た
り
。
只
今
大
姫
枝
被
ν
箆
ν
入
都
な
れ
ば
、
一
旦
さ
も
あ
ら
ん
。
退
い

て
忠
ふ
に
、
末
孫
に
成
り
何
と
く
だ
け
ん
も
不
v
知
也
。
末
々
に
成

り
、
以
の
外
六
ク
敷
事
也
。
淡
路
飛
騨
杯
が
申
・
さ
ば
留
め
ん
。
共
方

は
叉
あ
れ
ら
と
は
遠
ム
。
我
等
と
て
向
田
可
v
申
儀
に
あ
ら
宇
。
惣
じ
て

左
械
の
乎
の
不
ν
入
事
は
‘
相
談
の
以
前
に
能
〈
分
別
有
皮
郁
也
と
仰

金
滞
官
邸
志
傘
四

五

り
。
さ
れ
ば
世
子
光
高
卿
と
共
K
、
法
山
革
法
印
が
太
平
紀
評
判
の
兵

製
を
磁
附
し
給
ひ
た
る
な
る
べ
し
。
拾
築
名
言
紀
陀
、
利
常
卿
の
と

と
を
述
べ
て

、
筑
前
は
回
申
文
K
心
を
寄
す
れ
ど
‘
軍
の
心
は
合
点
仕

る
ま
じ
。
我
等
申
棋
の
寧
法
に
第
一
の
秘
体
あ
り
、
御
相
似
可
ν
被
v
遊

哉
と
、
官
問
主
ロ
左
衛
門
を
以
被
ι
仰
巡
回
出
刷
、
恭
き
よ
し
被
=
仰
上
一
一
川
普

左
術
門
K
誓
詞
被
ι一仰
何
一
御
相
僻
有

V44
と
あ
る
軍
法
は
‘
前
問
中
部

に
加
神
楽
せ
る
軍
法
に
て
、
法
務
法
印
の
兵
法
と
は
回
世
る
べ
し
。

O
東
照
宮
社
祉

俗
に
椛
現
堂
と
綿
す
。
此
の
耐
は
徳
川
幕
府
の
組
家
出
掛
公
の
鍵

E
肥

れ
り
。
笹
森
四
世
少
将
光
高
卿
の
時
、
幕
府
へ
紛
う
て
東
叡
山
よ
り

動
開
削
せ
ら
る
L
放
に
、謂
出
稼
中
迭
だ
以
て
郷
軍
に
祭
典
の
式
あ
り
て
.

披
内
に
肥
ら
れ
た
り
。
抑
，
首
枇
創
立
の
来
阪
を
考
ふ
る
陀
寛
永
系

国
体
に
、
少
将
光
向
，覚
永
十
七
年
寸
一
月
廿
八
日
以
=
酒
井
讃
岐
市
寸
↓

堅
守
勧
一
-
詩
束
照
大
概
現
於
加
州
金
津
城
北
郭
内
-
都
~
低
迷
-
一将
軍
家
↓

許
ν
之
“
共
後
光
高
登
密
葬
=
謝
之
マ
次
仰
日
e

聞
ν
欲
LPF
大
権
現
子
加
烈

図↓

共
志
不
v
波
.
北
ハ
敬
叉
至
.
筑
前
守
者
税
制
明
也
.
非
v
他
也
.
{【l
v
祭
a

大
櫛
現
-
以
銀
=
閣
情
胤
↓
且
骨
P
3
4榊
・
也
，
光
町
奔
謝
而
退
.
他
日
讃
岐
守

再
逮
a
鈎
命
-M
繭
a
定
共
事
↓
於
v
n
z
途開
H
a
抑
制
問
↓
と
戦
せ
ら
れ
た
り
。
按

意
也
。
少
将
桜
御
心
服
被
v
遊
と
也
。
叉
微
陽
雨
公
遣
事
に
-Z
ム。

陽
術
院
制
仙
の
時
、
醐
刑
現
党
の
御
宮
を
仰
披
中
に
御
独
立
被
v
遊
時
、
微

妙
院
絞
の
御
癒
陀
被
v
途
候
慮
、
高
図
民
安
ま
で
御
な
被
v
遊
候
者
、
不

功
成
俄
と
併
被
ν
仰
。
共
後
御
殺
に
、
都
て
図
主
は
闘
之
末
代
を
必
に

懸
け
、
仕
置
仕
儀
肝
要
K
思
ム
也
。
若
し
天
下
改
り
‘
概
現
宮
同
事

之
俊
出
来
之
時
逃
替
す
べ
く
、
先
笥
は
何
れ
へ
法
官
可
v
設
没
。

加
校

之
堂
杯
は
按
外
二
・
三
史
も
脇
K
管
作
を
榔
へ
可
v
M
m
之
由
被
v
仰
と
。

平
次
按
十
る
に
、
中
品
武
の
創
立
よ
り
師
陀
二
百
廿
品
川
年
、
般車
附
の
際

首
位
の
所
置
方
に
付
い
て
も
・
利
常
卿
の
名
言
貨
に
感
同
時
す
べ
し
。

さ
て
共
の
頃
利
常
卿
の
披
露
欽
等
あ
り
。
左
の
如
し
。

滞
日
各
筑
前
守
致
a
御
目
見
-
候
刻
椛
現
桜
御
泊
Mr昌
岡
本
-
勤
鰐
被
u

仰
付
-

候
御
砲
申
上
候
成
恭
上
意
之
趣
申
閥
、
成
以
難
ν
有
仕
合
御
鹿
候
。
捕

以
御
序
可
ν
然
線
被
白仰
上
-
可
v
被
ν
下
候
“
勝
又
拙
者
俄
御
取
成
之
由、

毎
度
過
分
之
至
存
候
.
第
一
-
御
組
-
令
-s

一
一
勝
迷
-
候
。
叩
治
組
逃
言
.

松
平
肥
前
守
利
常

五
月
廿
七
日

*IJ 

酒
井
讃
岐
守
絞

人
々
御
中

将
軍
校
御
機
嫌
能
.
筑
州
茂
無
事
候
閲
可
"
一御
心
易
-
候
。
何
家
之
系

間
性
出
被
a
仰
出
-
侠
山
承
候
.
賞
家
者
間
H
家
之
出
御
物
甑
m
候
.
品
中
榔
現

五




